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１．社会的背景   

・政府の「新成長戦略」で観光は重点分野の一つ。 

・我が国は、観光立国の実現に向けて、訪日外国人を 

将来的に 3,000 万人にする目標を掲げている。 

・訪日外国人旅行者の増加、交流人口の拡大が 

地域経済活性化の鍵となる。 

１．訪日外国人旅行者の現状 

（１）訪日外国人旅行者の概況 

  近年、東アジアからの旅行者は大きな伸びを示している。訪日中国人に対しては 

ビザ緩和も検討されており、実現すると一層の増加が予想される。 

（２）外国人旅行者の訪日目的 

アジアからの旅行者はショッピングや温泉に関心が高いのに対し、欧米からの旅行者は、

歴史や文化に興味を持っている。 

 

２．ライブ・エンタメに対する外国人旅行者の意識 

 当研究会で「外国人による関西のライブ・エンターテインメント評価調査」を実施した。 

・問題点として、認知度そのものが低いこと、言葉の壁があって理解が難しいことが 

指摘された。  

 ・一方で、短時間のダイジェスト的なライブショーや食事をとりながらのナイトショー、 

日本の伝統文化や食文化の体験を要望する声もあった。 

１．外国人旅行者向けの専用プログラム 

(1)「安い、短い、わかりやすい」プログラム 

  日本文化をダイジェスト的にアレンジした 

ライブショーを試験的に実施 …アクション１  

(2)「体験型」「参加型」プログラム 

  能楽や文楽などの伝統文化、和菓子づくりや 

そば打ちなどの食文化、剣道や柔道などの日本

武道などの体験メニューの提案 …アクション２ 

 

２．相乗効果を発揮する組み合わせ 

(1)食 

  食事をしながらライブ・エンタメ鑑賞 

(2)歴史文化遺産 

  神社仏閣や城、庭園でのコンサートや伝統芸能

などの催行 

(3)ポップカルチャー 

  アニメを活用したコスプレ大会の開催 

 

３．広報・プロモーション戦略 

(1)多様なモデルコースの提案 …アクション３ 

(2)旅行社、マスコミ関係者など観光のキーパーソン

への情報提供 

(3)ドラマや映画のロケーション誘致 

(4)歴史的イベントや旬の行事とのタイアップ 

(5)多言語による情報発信 

(6)インターネット機能の活用 

  ライブ･エンタメ総合ポータルサイト …アクション４

(7)留学生を介した情報発信 

 

４．旅行形態に合わせたメニューづくり 

(1)教育旅行 

   ライブ･エンタメを組み込んだ学校間交流メニュー

(2)ＭＩＣＥ 

  エクスカーション・メニューの提案 

 ライブ・エンタメの国際的イベントの誘致･開催

  

５．受け入れ体制の整備 

(1)外国語の現地対応 

(2)プロフェッショナル通訳ガイドの育成 

(3)情報やチケットの入手方法 

第３章 訪日外国人旅行者の現状と動向 

第６章 ライブ・エンタメを活用した集客促進

第１章 研究会の目的 

第２章 ライブ・エンタメの現状 

１．関心が低い、認知度が低い  

２．背景・内容がわからない 

３．時間や価格が合わない 

※コンサートや演劇・ミュージカルなどの公演に携わる事業者の視点からの課題 

  海外における認知の低さの背景には、単なる情報発信量の少なさだけではなく、 
事業者の経営戦略上、確実な利益が見込める国内市場に注力しており、海外に向けた 
情報発信を行っていないケースも少なくない。 

第４章 ライブ・エンタメを活用した集客促進をめぐる課題 

２．目 的 

・その場に行かないと味わえないライブ・エンタメに焦点を当て、

外国人旅行者の関西への訪問動機としてのライブ・エンタメの 

可能性を探る。 

・ライブ・エンタメを活用した海外からの集客促進策を検討する。

３．当研究会におけるライブ・エンタメの定義 

・その瞬間にその場に行かないと味わえない生の感動や一体感を提供する

もの。具体的には、音楽やミュージカルなどの舞台、能楽・文楽・歌舞伎

などの伝統芸能、祭り、テーマパークなどを中心に考える。 

・集客促進策検討にあたっては、日本の生活文化や食文化も広義のライブ・

エンタメとして考察する。 

・関西は、これまで、独自の魅力を持つライブ・エンタメを

民間で成功・発展させてきており、高いポテンシャルはあ

る。しかしながら、東京への集中は明らかである。 

 
・外国人旅行者の訪日動機は、温泉や日本食、ショッピング、

歴史的建造物の見学などで、ライブ・エンタメは訪日動機

になり得ていない。 
 
・我が国のライブ・エンタメの多くは国内市場向けのもので

あり、コンサートや演劇・ミュージカルなどのライブ・エ

ンタメ事業関係者においても訪日外国人旅行者を意識した

コンテンツづくりや情報発信を行っていない。 
 
◎以上のことから、関西への外国人旅行者増大に資するライ

ブ・エンタメの効果を考察すると、現状のままでは大きな

起爆剤となることは難しい。 
 
 
・しかしながら、韓国のように、官民が連携し、国家戦略と

して広報プロモーション活動を展開することで、ノンバー

バル・ショーが国を代表する文化観光商品として地位を 
確立している成功例もある。 

 
 
・関西のライブ・エンタメも、外国人旅行者のニーズに合っ

たメニュー開発や広報プロモーション活動を官民連携の下、 
広域的かつ効果的に展開することにより、「観光立国」実現

に向けてその一翼を担うブランドとなり得ると考える。 

第５章 外国人旅行者誘致におけるライブ･エンタメの可能性 

（事例調査） 

［海外調査］ 

韓国観光公社、ソウル観光公社、 

ロッテＪＴＢ、ＰＭＣプロダクション、 

ノンバーバル・ショー「ＮＡＮＴＡ」「ＪＵＭＰ」鑑賞 

［国内調査］ 

東映太秦映画村、ギオンコーナー 

能登演劇堂、石川県、金沢市、観光庁ほか 

１．日本におけるライブ・エンタメの概況 

 ・音楽、ステージ、遊園地／テーマパークの 2008 年の市場規模は、日本経済全体が 

低迷する中、いずれの分野においても前年を上回っており、上昇傾向が示されている。 

 ・各地の祭りや伝統行事は、観光客誘致の呼び水にもなり、経済波及効果は大きい。 

２．関西におけるライブ・エンタメの概況 

 ・東京と比較すると、消費者人口規模の差が観客動員数や市場規模にも表れており、 

東京一極集中が顕著になっている。 

・関西は、能楽、文楽、歌舞伎の伝統芸能や宝塚歌劇など豊富な資源を有している。 

関西人は、面白いこと好きで、もてなしの精神や遊び心が旺盛である。 

３．コンサートや演劇・ミュージカルなどの公演に携わる業界の特性 

 ・その瞬間にその場に行かないと味わえない生の感動や一体感を提供する業界だけに、 

在庫がきかず、拡大再生産ができない事業である。 

興業主催者が高いリスクをコントロールしながら事業を運営している。 
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